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新
会
長
挨
拶 

 
 

 

【
会
長
安
田
敏
夫
】 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
月
開
催
さ
れ
た
定
期 

総
会
に
お
い
て
ご
承
認 

 
 

 
 

を
い
た
だ
き
会
長
を
務
め 

さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り 

ま
し
た
安
田
敏
夫
で
す 

 

前
会
長
の
秋
元
さ
ん
に
は
九
年
間
に
わ
た
り
学

習
会
運
営
に
ご
尽
力
頂
き
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
名
誉
会
長
と
し
て
引
き
続
き
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

２
０
２
３
年
度
の
当
会
の
運
営
に
つ
い
て
所
信
を

申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

は
じ
め
に
、
昨
年
度
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す

と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
あ
る
中
で
次
の
通
り
で
し
た
。 

 
会
員
募
集
に
つ
い
て
減
少
傾
向
の
た
め
会
員
資

格
の
見
直
し
（
一
般
会
員
へ
の
門
戸
開
放
）
、
年
会

費
の
改
定
が
昨
年
度
の
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

 

会
員
か
ら
の
紹
介
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
紹
介
・
体

験
聴
講
を
実
施
し
、
多
く
の
一
般
会
員
が
入
会
し
ま

し
た
。 

 

更
に
、
過
去
の
退
会
者
に
も
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

等
で
勧
誘
し
、
中
途
入
会
も
行
な
っ
た
結
果
８
６
３

名
の
会
員
数
が
確
保
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
会
員
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。 

 

ま
た
昨
年
の
九
月
か
ら
学
習
会
の
講
座
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
講
座
内
容
に
対
す
る
評
価
や
、

今
後
希
望
す
る
分
野
等
の
情
報
を
収
集
し
、  

 

２
０
２
３
年
度
に
反
映
す
べ
く
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

                   

 

２
０
２
３
年
度
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
で
次
の
計
画
を
し
て
い
ま
す
。 

 

一
、 

一
、
学
習
会
の
運
営
に
つ
い
て 

二
、  

・「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
と
し
て
会
場
内
で
は
基
本
的
な
感
染
防
止

対
策
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。 

・講
演
回
数
と
講
師
の
質
は
従
来
通
り
維
持
し
ま
す
。 

 

・三
年
間
中
止
し
て
い
た
校
外
研
修
を
再
開
し
ま
す
。 

 

・
メ
デ
ィ
ア
等
を
活
用
し
て
会
員
拡
大
と
合
わ
せ
て
収
支
改

善
を
図
り
ま
す
。 

 

三
、 

二
、
講
演
内
容
の
充
実
に
つ
い
て 

四
、  

・
会
員
の
皆
様
か
ら
の
講
師
推
薦
を
分
野
別
に
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
、
昨
年
九
月
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
踏
ま
え
、
会

員
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
講
座
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
講
座
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

・
校
外
研
修
に
つ
い
て
は
一
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
七
割
の
会
員

が
再
開
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
基
本
的
な
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

五
、   

六
、 

三
、
会
員
の
増
員
対
策
に
つ
い
て 

七
、   

会
員
拡
大
す
る
こ
と
は
収
支
改
善
に
非
常
に
有
効
で
す
の
で

次
の
施
策
を
行
い
ま
す
。 

 

・２
０
２
３
年
度
も
会
員
募
集
は
通
年
実
施
と
し
、
中
途
入
会 

者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。 

 

・千
葉
県
生
涯
大
学
校
の
対
象
者
に
は
学
習
会
講
演
を
開
放 

し
て
体
験
し
て
頂
き
入
会
勧
誘
活
動
を
強
化
し
ま
す 

 

・ち
い
き
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
、
ま
た
は
会
員
か
ら
の
紹
介
に 

よ
る
一
般
会
員
に
つ
い
て
も
体
験
聴
講
を
強
化
し
て
入
会 

勧
誘
を
図
り
ま
す
。 

  

こ
の
一
年
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
役
員
と
共
に
楽

し
く
充
実
し
た
学
習
会
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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新
役
員
紹
介 

 
 

 
 

 
鼈
宮
谷
（べ
っ
く
や
）
辰
彦
理
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

古
希
も
過
ぎ
て
世
の
中
の
事
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
諸
々
何
も
知
ら
な
い 

 

こ
と
に
今
更
乍
ら
気
が
付
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ど
う
し
た
も
の
か
と
思
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ま
す
が
「
学
び
」
か
ら
始
ま

る
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
「
遊
び
を
せ
ん
と
や
生

ま
れ
け
む
」
の
精
神
で
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い 

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し 

ま
す
。
こ
ち
ら
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
先
）
は

 

遊
び
心
で
作
成
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

乳
井
和
子
理
事 

 
 

理
事
勧
誘
の
電
話
に
迷
い
ま
し
た
が
、
同
期
の
お
二

人
の
人
柄
に
助
け
ら
れ
、
社
会
性
の
再
度
の
学
び
場
と

捉
え
、
理
事
末
席
に
連
ね
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

趣
味
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・ヨ
ガ
・
俳
句
・読
書
で
す
が
、 

直
近
で
の
お
薦
め
は「
覇
王
の
轍
」（相
場
英
雄
）で
、
視

力
低
下
な
が
ら
も
一
気
読
了
。
数
か
月
待
っ
た
甲
斐

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

川
口
紀
子
理
事 

 

卒
業
生
学
習
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
、
興
味
を
引

く
講
座
が
い
く
つ
か
あ
り
入
会
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の

思
い
が
理
事
に
繋
が
る
と
は
考
え
も
せ
ず
話
を
伺
い

戸
惑
い
の
な
か
で
引
き
受
け
ま
し
た
。 

今
は
、
個
性
的
な
理
事
会
員
の
方
々
と
の
新
た
な
出

会
い
で「
イ
ベ
ン
ト
企
画
も
面
白
い
か
な
⁉
」
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
趣
味
は
、
音
楽
を
聴
く
事
と
街
歩

き
。 

街
の
歴
史
や
市
井
の
人
々
の
暮
ら
し
方
を
想
像

し
な
が
ら
の
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
き
で
す
。 

ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 
   

ク
ラ
ブ
紹
介 

 

美
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ 

 

１
活
動
内
容
：美
術
館
、
博
物
館
の
美
術
品
鑑
賞 

 
 ２

活
動
日 

：奇
数
月 

原
則
第
２
火
曜
日 

 ３
活
動
場
所
：首
都
圏
の
美
術
館
、
博
物
館 

 
 ４

会
費
：年
会
費
１
０
０
０
円
、
他
に
入
館
料
、
交
通
費
等 

 

５
連
絡
先
：石
橋
進 

S_isibasi@
qk9.so

-net.ne.jp
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0436
-36-5054 090-6790

-
5
993  

６
今
後
の
鑑
賞
予
定
：九
月
・千
葉
市
美
術
館
、
十
一
月
・ 

国
立
西
洋
美
術
館
、
来
年
一
月
・上
野
の
森
美
術
館 

  

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

 

１
活
動
内
容
：体
力
維
持
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
目
的 

２
活
動
日 

：年
三
回
程
度
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施 

３
活
動
場
所
：今
後
の
ハ
イ
キ
ン
グ
先
。 

 
十
二
月
・
御
宿
海
岸
、
来
年
三
月
・
等
々
力
渓
谷 

４
会
費
：
入
会
費
１
０
０
０
円
、
活
動
費
は
参
加
時
に
徴

収 ５
代
表
者
： 
境
屋
邦
夫 

080-5422-7157  

６ 

入
会
方
法
：学
習
会
会
場
で
受
付
け
て
い
ま
す 

 

海
外
Ｂ
ｏ
ｎ 

ｖ
ｏ
ｙ
ａ
ｇ
ｅク
ラ
ブ
会
員
募
集
案
内 

 

海
外
旅
行
ク
ラ
ブ
は
国
内
旅
行
も
取
扱
う
の
で
す
か
？  

こ
ん
な
質
問
を
さ
れ
た
事
も
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
２
０
１

９
年
以
後
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
海
外
旅
行
の
企
画
が
出
来
な

い
う
さ
晴
ら
し
に
沖
縄
・
北
海
道
等
数
回
実
施
し
ま
し

た
。 

国
内
も
歴
史
あ
り
、
風
光
明
媚
な
街
あ
り
、
グ
ル
メ

の
街
も
あ
り
で
楽
し
み
ま
し
た
。 

や
っ
と
解
放
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
？ 

四
年
ぶ
り
に
今
年
三

月
海
外
旅
行
で
ベ
ト
ナ
ム
を
企
画
し
ま
し
た
。
参
加
皆
喜

び
楽
し
み
で
五
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
下
に
続
く↗

 
こ
れ
か
ら
は
年
二
回
会
員
の
希
望
で
旅
行
先
を
決
め

企
画
し
ま
す
。
高
齢
者
・
年
金
生
活
の
方
が
多
い
の
で
企

画
は
で
き
る
だ
け
安
く
楽
し
め
る
地
域
を
選
択
し
て
い
き

ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
海
外
旅
行
ク
ラ
ブ
に
入
会
し

て
、
皆
さ
ん
と
楽
し
い
海
外
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
、
入
会

お
待
ち
し
て
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 

【
会
長 

石
垣
嘉
雄
】 

  

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
案
内 

 

学
習
会
ク
ラ
ブ
活
動
で
長
年
活
動
し
て
い
た「
パ
ソ
コ
ン
・

ク
ラ
ブ
」
は
現
在
休
止
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
理
事
会

か
ら
の
要
請
で
再
開
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
現
代
社
会

で
は
、
高
齢
者
に
も
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
触
る
初
心
者

を
対
象
に
月
一
回
の
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
員
の
皆
様
が
活
用
し
て
い
る
ス
マ
ホ
も
講
座
に
組
み
入

れ
ま
す
。 

 講
師
は
学
習
会
及
び
生
涯
大
学
校
か
ら
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ

に
熟
知
し
た
方
を
募
集
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 費
用
は
入
会
金
５
０
０
円
、
年
会
費
１
０
０
０
円
、
受
講

料
。  

 

受
講
料
は
月
１
０
０
０
円
前
後
を
予
定
。
会
場
費
、 

講
師
交
通
費
、
謝
礼
等
で
ク
ラ
ブ
員
数
に
よ
り 

受
講
料
を
決
め
た
い
と
思
い
ま
す) 

 

会
場
は
左
の
い
ず
れ
か
を
予
定 

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（パ
ソ
コ
ン
設
置
有
り
三
時

間
６
１
０
０
円
） 

千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（パ
ソ
コ
ン
持
込
） 

千
葉
市
民
会
館
（
パ
ソ
コ
ン
持
込
、
学
習
会
講
座
終
了

後
に
開
催
な
の
で
講
座
時
間
は
９
０
分
位
）。 

 い
ず
れ
の
会
場
も
千
葉
駅
か
ら
徒
歩
八
～
十
五
分
。 

会
員
の
皆
様
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
代
表 

石
垣
嘉
雄
】 
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今
後
の
学
習
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 
九
月
二
十
日(

水)

・学
習
会 

① 

千
葉
の
民
話 

② 

生
活
に
身
近
な
問
題
を
文
化
人
類
学
で
考
え
る 

 

２
０
２
４
年
度
継
続
会
員
募
集 

 

２
０
２
４
年
度
新
入
会
員
募
集 

 
 

十
月
十
七
日(

火)

・学
習
会 

① 

楽
し
い
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト 

② 

チ
バ
ニ
ア
ン 

 

十
月
二
十
四
日(

火)

・校
外
研
修 

「
石
切
山
脈
見
学
・
稲
田
御
坊
参
拝
・
茨
城
県
陶
芸
美

術
館
見
学
」 

 

十
一
月
二
十
一
日(

火)

・学
習
会 

① 

夢
を
か
な
え
る
ま
で
あ
き
ら
め
な
い 

② 

タ
ー
シ
ャ
・デ
ュ
ー
ダ 

 

十
二
月
十
九
日(

火)

・学
習
会 

① 

超
絶
ス
ー
パ
ー
・デ
ュ
オ 

② 

ス
ポ
ー
ツ
と
人
生
を
楽
し
む 

 

２
０
２
４
年 

一
月
二
十
三
日(

火)

・学
習
会 

③ 

津
軽
三
味
線
と
民
謡 

④ 

千
葉
市
動
物
公
園
に
よ
う
こ
そ 

 

二
月
二
十
日(

火)

・学
習
会 

① 

懐
か
し
の
唱
歌
コ
ン
サ
ー
ト 

⑤ 

地
球
温
暖
化
防
止
の
最
新
動
向 

 

三
月
二
十
六
日(

火)

・学
習
会 

① 

超
大
国
中
国
の
行
方 

② 

人
生
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
る 

 

四
月
十
六
日(

火
）・定
期
総
会 
           

校
外
研
修
下
見
こ
ぼ
れ
話 

 【
研
修
部
副
部
長 

高
橋
静
江
】 

 
 

平
年
よ
り
も
少
し
早
い
梅
雨
を
気
に
し
な
が
ら
も
五
月
末

に
校
外
研
修
の
下
見
に
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ま
し
た
。 

行
先
は
“
笠
間
界
隈
”
の
名
所
旧
跡
そ
し
て
芸
術
に
も
触
れ

ら
れ
そ
う
で
す
。 

 

千
葉
駅
近
く
で
待
ち
合
わ
せ
京
葉
道
路
へ
。
休
憩
し
た

「
酒
々
井
Ｓ
Ａ
」で
は
ツ
バ
メ
の
雛
が
巣
の
中
で
嘴
を
一
杯
に
広

げ
て
餌
を
ね
だ
る
様
子
に
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。 

 

利
根
川
の
悠
々
と
し
た
流
れ
を
越
え
暫
く
す
る
と
左
手

に
は
牛
久
大
仏
が
緑
の
中
に
現
れ
、
彼
方
に
は
つ
く
ば
の
山

影
が
続
く
。
の
ど
か
な
風
景
を
楽
し
ん
で
い
る
間
に
車
は
友

部
Ｓ
Ａ
か
ら
笠
間
方
面
へ
。 

千
葉
か
ら
数
時
間
も
か
か
っ
て

い
な
い
が
、
見
渡
せ
ば
懐
か
し
い
日
本
の
原
風
景
。
故
郷
の
道

を
彷
彿
。
路
傍
に
は
、
ア
カ
ツ
メ
草
や
茅
葺
が
初
夏
の
風
に
そ

よ
ぎ
車
窓
か
ら
の
風
が
心
地
良
い
。 

 
最
初
に
訪
れ
た
の
が『
石
切
り
山
脈
』
、
旅
の
雑
誌
で「
人

に
は
見
せ
た
く
な
い
」と
書
か
れ
る
ほ
ど
の
絶
景
！
し
か
も
現

役
で
稼
働
中
の
壮
大
な
御
影
石
採
石
場
。 

茨
城
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
と
か
ラ
ピ
ュ
タ
が
彷
彿
さ
れ
歴

史
の
長
い
時
間
が
削
り
だ
し
た
大
パ
ノ
ラ
マ
の
石
山
が
蒼
い
湖

水
に
映
り
込
む
景
色
は
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
感
動
。 

 

十
分
ほ
ど
バ
ス
に
乗
る
と
西
念
寺『
稲
田
御
坊
』浄
土
真
宗

別
格
本
山
。
宗
祖
『
親
鸞
聖
人
』
が
こ
の
地
で
経
典
を
書
か
れ

た
と
か
。
杉
木
立
の
参
道
か
ら
続
く
茅
葺
の
山
門
は
室
町
初

期
の
建
立
で
、
境
内
に
は
御
頂
骨
堂
・
太
子
堂
・
太
鼓
堂
・
見

返
り
橋
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
多
い
古
刹
で
す
。 

 

後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
、
次
の「
陶
芸
美
術
館
」
へ
。
広

い
公
園
内
の
美
術
館
は
、
文
化
勲
章
受
章
者
・
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
・
そ
し
て
新
進
気
鋭
作
家
な
ど
の
作
品
が
展
示

さ
れ
、
鑑
賞
す
る
時
間
が
も
っ
と
欲
し
い
気
分
。 

 

歴
史
と
芸
術
に
触
れ
る
事
が
で
き
た
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。 

           

学
習
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
研
修
部
長 

松
島
正
行
】 

 昨
年
九
月
学
習
会
か
ら
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見

を
学
習
会
の
運
営
に
反
映
す
る
た
め
、
毎
月
講
座
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方

に
は
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
六
月
ま
で
の
結
果
と
し
て
は
、
毎
月
出
席

者
の
約
四
割
の
方
か
ら
ご
回
答
頂
き
、「
と
て
も
良
か

っ
た
、
よ
か
っ
た
と
」の
回
答
を
数
値
化
し
、
評
価
の
判

断
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
講
座
以
外
で
も
様
々
な
ご
意
見
を
頂
戴
し

て
お
り
ま
す
。 

因
み
に
一
番
評
価
の
高
か
っ
た
講
座 

は
本
年
一
月
第
一
講
座
の
ト
リ
オ
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
の 

「
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
が
織
り
な
す
玉
手
箱
」
で
し
た
。 

ま
た
自
由
意
見
と
し
て
は
、
音
楽
関
係
を
増
や
し

て
ほ
し
い
な
ど
多
く
の
ご
意
見
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
学
習
計
画
の
作
成
や
運
営
の
参
考
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
後
と
も
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
協

力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      

2022年 9月から 2023年 6月まで 10回の 

学習会の出席者は合計：4,523 人 

内アンケートご協力者：1,866 人（41％） 

協力者内訳は男性 57％女性 43％でした。 

ご協力ありがとうございます。 

 

JEWELが織りなす玉手箱 
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学
習
会
組
織
変
更
に
つ
い
て 

 

今
年
度
学
習
会
に
お
い
て
組
織
の
変
更
を
実
施

し
ま
し
た
。
新
入
会
員
の
大
幅
な
減
少
に
伴
い
、

新
理
事
の
新
規
採
用
募
集
が
困
難
に
な
り
、
現
状

の
人
員
で
学
習
会
を
効
率
的
に
運
営
す
る
た
め
に

人
員
配
置
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
新

組
織
で
会
員
の
皆
様
に
対
す
る
情
報
の
提
供
や
毎

月
の
公
演
等
の
ス
ム
ー
ズ
な
実
施
な
ど
、
今
ま
で

以
上
の
細
か
い
対
応
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

改
正
内
容
は
広
報
部
の
担
当
業
務
を
事
務
局
と

研
修
部
へ
移
管
で
す
。
会
報
「
む
つ
み
」
の
発
行

は
事
務
局
担
当
と
し
ま
し
た
。
従
来
事
務
局
は
総

会
の
開
催
、
会
員
の
管
理
、
会
員
募
集
活
動
な
ど

直
接
会
員
の
方
の
窓
口
と
な
る
活
動
を
中
心
と
し

て
き
ま
し
た
。
従
来
の
活
動
の
延
長
線
上
に
あ
る

、
会
員
に
対
す
る
情
報
提
供
や
学
習
会
の
運
営
状

況
、
会
員
の
各
種
ご
意
見
に
対
す
る
ア
ナ
ウ
ン
ス

な
ど
を
、
「
む
つ
み
」
を
通
し
て
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
会
員
の
方
に
「
む
つ
み
」

掲
載
の
記
事
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
学
習
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
も
事
務

局
の
担
当
と
し
ま
し
た
。
ま
だ
運
営
の
歴
史
が
浅

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
が
、
今
後
は
会
員
の
方
と

の
情
報
交
換
を
積
極
的
に
実
施
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

学
習
会
開
催
時
お
願
い
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
作
成
、
集
計
は
研
修
部
の
担
当
と
な
り
ま
す
。

事
務
局
と
情
報
を
共
有
し
、
「
む
つ
み
」
で
結
果

を
報
告
し
て
行
き
ま
す
。 

理
事
全
員
で
学
習
会
を
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
す

の
で
暖
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 
            

体
験
聴
講
の
実
施 

 

昨
年
度
か
ら
体
験
聴
講
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
ら
会
員
の

数
が
大
幅
に
減
少
し
、
学
習
会
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
に
直
面
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
会
費

の
改
訂
に
よ
り
、
ご
負
担
を
強
い
た
こ
と
を
心
苦
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
体
験
聴

講
の
積
極
的
な
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
会
員
の

資
格
を
従
来
の
千
葉
県
生
涯
大
学
校
の
卒
業
生
に
加

え
、
会
員
の
配
偶
者
や
会
員
の
紹
介
に
よ
る
卒
業
生

以
外
の
方
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
ち
い
き
新
聞 

等
で
体
験
聴
講
を
募
集
し
、
新
た
な
一
般
会
員
の
受

け
入
れ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 こ
の
よ
う
な
一
般
の
方
は
、
学
習
会
の
活
動
や
、 

年
間
二
十
回
実
施
さ
れ
る
講
演
等
に
つ
い
て
は
情
報

が
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
に
体
験
聴
講
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
。
学

習
会
の
活
動
や
講
演
内
容
を
理
解
い
た
だ
き
、
新
た

な
仲
間
と
し
て
お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
度
は
ち
い
き
新
聞
等
の
メ
デ
イ
ア
を
通
じ
て 

新
会
員
に
な
ら
れ
た
方
が
十
四
名
で
し
た
。 

ま
た
生
涯
大
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
対
し
て
も
、
体

験
聴
講
を
実
施
し
、
卒
業
後
の
入
会
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
お
話
し
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
の
体
験
聴
講
の
予
定
は
左
の
通
り
で
す
。 

 

七
月
十
九
日 

（
水
）
募
集
：
千
葉
県
生
涯
大
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ち
い
き
新
聞
等 

九
月
二
十
日 

（
水
）
募
集
：
千
葉
県
生
涯
大
学
校 

十
二
月
十
九
日
（
火
）
募
集
：
ち
い
き
新
聞
等 

              

会
員
募
集
に
つ
い
て 
 

今
年
度
の
会
員
募
集
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

 

一
、
継
続
会
員
募
集
（
８
０
０
名
） 

２
０
２
３
年
度
会
員
（
８
６
３
名
）
の
方
に
対
す
る

会
員
募
集
で
す
。
８
０
０
名
継
続
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。 

申
込
書
は
九
月
二
十
日
の
学
習
会
で
配
付
。
当
日
学

習
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
に
は
後
日
郵
送
。 

申
し
込
み
は
振
込
、
現
金
書
留
、
学
習
会
会
場
で
の

申
し
込
み
と
し
ま
す
。 

詳
細
は
今
月
配
付
の
「
２
０
２
４
年
度
継
続
会
員
の

募
集
に
つ
い
て
（
予
告
）」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 二
、
新
規
会
員
募
集
（
４
０
０
名
） 

 

① 

２
０
２
３
年
度
追
加
会
員
募
集
：
今
年
度
会
員
が 

目
標
に
達
し
な
か
っ
た
の
で
中
途
入
会
を
募
集
し
ま

す
。 

② 

２
０
２
４
年
度
新
入
会
員
募
集
：
生
涯
大
学
校
の 

２
０
２
４
年
３
月
卒
業
生
と
会
員
紹
介
等
の
一
般

会
員
が
対
象
で
す
。 

 

編
集
後
記 

 

今
号
か
ら
編
集
担
当
が
事
務
局
に
変
更
と
な
り
、 

初
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
手
探
り
の
状
態
で 

何
と
か
発
行
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。 

次
号
以
降
は
内
容
を
よ
り
充
実
し
て
い
き
た
い 

と
思
い
ま
す
。
ま
た
会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
読 

ん
で
楽
し
い
む
つ
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思 

い
ま
す
。「
思
い
出
の
場
所
」「
一
番
感
動
し
た 

事
」「
忘
れ
ら
れ
な
い
名
前
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で 

会
員
の
皆
様
か
ら
の
募
集
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
学
習
会
事
務
局
】 

 
 
 
 

 

              

 


